






































































































































黒田自身が、 当時の写真をどのように見ていたのか、 あるいは評価し いたのかを、


































































父黒田清兼をモデルにしたも だが こ と同構図の写真も残されていることから、おそらくは制作中のかたわらに写真をおいて参考にしてい であろう
（挿図
（）。
黒田にかぎらず、洋画家が各界の人物の記念 顕彰的な意味か 肖像画 制作を依頼され、その際に実際にその人物を前 描くこともあったろうが、 を利用することは、当時からたびたびあった である。これは、現在 も変わらないことで
挿図 1　黒田清輝「白芙蓉」1907 年　『文
部省第一回美術展覧会図録』より









かれたものだ、寫眞そのものがいゝ加減なもので決して機械のまゝに寫されて居らない、機械で寫した上、光線や骨格などに一向頓着 ないで修正する、唯見て美しけ ばよいのだ、トンダ化物 出來て仕舞ふ、寫される人も滑らかで美しければ安心して居る、誰でも寫眞を取る時には變な気持がするものだ。機械の前に立つ時寫される人の感覚が平常の感覺と異る、デすからその人に似ない事がある、恁云ふ 眞を土臺として作るから到底肖像畫らしいものの出來る
筈がない、是に加ふるに技倆の拙劣を以てして、且つ注文者の無理な望みが加はる、かゝるが故 肖像畫そのも として面白いものは決して出來ない、
（ 「肖
像畫作法座談」 、 『成功』第十三巻六号、明治四十一年五月、 『著述集』四〇一頁）
　
肖像写真における修整、つまり原版、あるいは焼付けにおける修整が必要だとい








ます。何故 へば、物の形を平面に現はすと云ふのが、既に繪畫でも、寫眞でも、其目的とするところでありますから、其現はした物體が、硬いとか乃至軟いとか 又畫面全体の色調の調和を得て居るか居ないかなど云ふ事は、只漫然と景色を寫し現はす よりも、人物によつて研究する方が遙かに効果が多い 思ふのでありま 。














































ことは不可能であります、 唯だ自分の希望丈けを少し述べて見やう 思ふので、果して御參考となるや否やは分りませぬ、且又寫眞に対して不敬な事を申すかも知れませぬ、 同時に又我が田に許り水を引くやうな事 申すかも知れませぬ、
其邊は豫じめお斷りを申して置きます。　
私が寫眞に就ての感想は、日本で行はれて居る或る寫眞の如きは甚だ不快に
感じて居る、寫眞は面白くない、物を言はぬ寫眞が多い、繪にも亦斯様なのが多い、寫眞が不快に感ずることは唯だ寫生的であるからである、繪畫が美術品なれば寫眞は工藝のやうな氣がする、左様でなくしたい、寫眞もよく應用したなら必ず美術品になるに相違 い、近頃 何でも美術工藝といふが、美術工藝と美術とは違ふ、美術 中にも美術た ものがある、美術寫眞なぞいうて居るのも如何 しい 今後作つて貰ひた 目下の處 は自分は美術と感じない、これを なす方法と手腕とは諸君に待たねばならぬのです。　
先づ繪畫の習ひ初めは、人物よりも風景の方が入り易い、寫眞も左様であら
うと思ふ、風景を描く上に先づ肝要なことは 前景、中景、後景 を具へることです、日本畫や唐畫なぞでは落款をあしらつて釣合を取 が出來るが、洋畫や寫眞ではそれが出來 い、何處迄も前景、中景、後 を程よく整へなければならぬ、程よく整へるといふこ が實は中々六ケしい これ 仕遂るには充分の素養が必要である、 此素養は何 得られるか いふ 繪畫、 詩歌、 音樂、其他あらゆる方面の智識と熟練とから得られるので、充分の素養を作ることは中々骨が折れる、斯様にして風景 を會得した で、更に人物畫の研究 移るのが順序である、人物を描くには其人固有の骨格風貌を現はすことが必要であると同時に、其生命 其活気、其表情を描き出すことも亦大に必要である、寫眞も美術的のものを作 上には、矢張り斯様な心掛が必要であらうと思ふ、徒らに絵畫の眞似をするといふやう 考では甚だ心細い。　
寫眞、殊に人像寫眞を作る上に於ては、修整といふことが非常に大切なこと
であると思ふ、唯だ人の姿を まゝ器械的に写すといふ丈では、到底美術工藝品たるを免れ難い これを美術品 するには巧みに人工を加へなくてはならぬ、天然自然のまゝでは美術品にはならぬ、天然自然には無駄が多い、この無駄を取り除いて巧みに美化しなければならぬ 所が現今の寫眞館 修整 やらせ居る人々はどうかといふに、多くは殆んど美術的の素養 い人が多い、人の顔面の骨格色合すら心得ぬ人が多い、そ では折角寫眞師が撮影に如何ほど苦

















































のなか は、小川一真が撮影し 大礼服姿のポー レートもある。これなどは、先述のとおり明治四十三年に黒田 小川と に帝室技芸員を命じられたこ を記念して撮影した一枚であろう
（挿図
5）。また、本文において述べたとおり、当時の写























は今少しその見る所を廣くして、なるべく美術的、藝術的の頭脳をもう一層養つて皆さんがおやりになつたならば帝展にも院展にも 日本畫あるひは洋畫といふやうな具合に、この寫眞が入ることが出来るであらうと思ひます。既に故人になられました黒田清輝君 私 格別年來の知遇を得て居りましたので、私が『黒田君、寫眞はもう大分進歩したから、文展に入選するやうなものと同じ資格を持つやうにして、文展の中へ入れてやつてもよからうと思ふ。何故ならば外國にはかういふ例があるから』と私が多少調べ おいたので黒田君にかう話しました。ところが黒田君も『それはさうです、どうで これは工藝 として入れることをお互 骨を折らう』と言 れました 不幸にして黒田君に先に逝かれま た。今日生き残つて今夕 目にかゝることは誠 私 とりましてはこの上もない光榮でありますが黒田君と私が約束した藝術寫眞を帝展に入れたいといふことは皆さんもその思召 ありませうから、それに向つて進むには今一層努力して皆さん互に向上するといふことに共同一致 れたならば今後この問題を持ち出す時 それが通過しない は決してないと私は信じて居ります。




本文中にあげた 『日本芸術写真史』 のほかに、 飯沢耕太郎 『 「芸術写真」 とその時代』




て京都市の円山公園内に写真館を営み、黒田に「昔語り 制作のためのアトリエを提供した松原精一は、のちに中井姓 改めている。その中井精一につい は、現在、その生没年、履歴等は不詳であるが、 「大正三年」から黒田の斡旋で宮中で写真の仕事をするようになったと推察される。その中井の 清輝を追悼する文章において、黒田が帝室技芸員となった後、宮中の「写真 」における 言動のなか 、やはり「色調」とい ことを語っていたということからも、 写真における「色合い」「色調」という色の問題は、黒田にとって大切な表現の要素だったことがわかる。
宮相と先生との間に於ける消息は餘り大なる問題で吾々の窺ひ得ざる處であ
りますが、寫真部に於ける方面の事としては大正三年以來終始一貫皇室本位、第二に技術上 第三には寫真部全部 統一と云ふことが何時も先生の念頭に離れない、 （中略）寫真部の過去十年間作り出した寫真は最初御寫しするときから修正の模様其他印畫仕上 至るまで営業寫真 は全然其趣きを異に て居る、光と影構圖 トーンまでは文字通り分り易いが、色の價位と云ふこと 尤も重きを置か た、これは印畫紙の色調と混線し く絵を畫き得ない吾々には甚だ了解しがたい、よし見えて居ても吾々は筆に依るに非らず器械的に薬物で畫面に現はさねばならぬ、困難は素より技術家 戦はねばならぬ常事であると教へらるゝ、吾々は仕事に當つて營業寫真家から想像出來ない苦労もあつ 、併し先生の御蔭で已に十年目の此の頃は、色の價位なるものを合理的に現 し得る程度に漕ぎ付け、寫真の出來ばえは第三者に氣に入ると 入らずとも上手氣のない美術的素（寫か）真に野心の 高潔な處を貴ぶ様に教へ付けられたものである、 （中井精一「黒田画伯 美術寫真」 、 『国民美術』第一巻九号（黒田清輝先生追悼号） 、大正十三年八月、二〇七二〇八頁）
も
とよりモノクロームの写真に対して 黒田が「色の価値」につねに注意をはら
っていたのは、たとえば対象の顔色や着衣の微妙な色を表現できなくとも モノクロームの調子 変化によって感じさせなければならないという考えからで なかっ
挿図5　小川一真撮影「大礼服の黒田清輝」
191（ 年 7 月　東京文化財研究所蔵























東京文化財研究所編『木村荘八日記［明治篇］校註と研究』 、中央公論美術出版、二〇〇三年）によれば、白馬会の洋画研究所（同会解散後、葵橋洋画研究所）に通いはじめた、明治四十四（一九一一）年十二月六日に黒田清輝から石膏デッサン批評を受けている。その折の経験は、後年まで記憶されていた で 荘八自身は、つぎのように回想している。
僕はたつた一度だけメートル黒田さんの研究所見廻りを見たし、批評を受け





校内における文学会の開会式に招かれた漱石の講演である。趣旨は 漱石が考える人間の身体、感覚、意識、知、情、意に区分した精神作用を論じたも である。そのうち、 「物の関係を味はふもの」である文芸家にとっ 、美的理想と 何かを論じる際に、つぎのように「裸体画」をとり げて 判している。
　
現今西洋でも日本でも八釜しく騒いでゐる裸体画杯と云ふものは全く此局部
の理想を生涯の目的として苦心してゐるのであります。技術としては六づかしいかも知れぬが文芸家の理想としては、ほん 一部分に過ぎんのであります。人によると裸体画さへかけば、画の能事は尽きた様に吹聴してゐる。私は画の方は心得がないから、何とも申しかねるが、あれは仏国の現代の風潮が東漸した結果ではないでせうか。とにかく、画でも詩でも文でも構はない。感覚物して見たる 間が既に感覚物の一部分に過ぎん上に 美的情操と云ふのが又、此感覚物として見たる人間に対する情操 一部に過ぎんと判然した以上は、裸体美と云ふものは尊いものかは知れぬが、狭いもの は相違ない せう。 （ 『漱石全集』第十一巻、岩波書店、一九六六年、五六頁）
　
また、 同講演では、 後半部分でも 「裸体画」 をとりあげて、 つぎのように述べている。
尤も文芸と云ふものは鑑賞の上に於ても、創作の上に於ても、多少の抽出法
を含むものであります。 （抽出法に就ては文学論中に愚見を述べてありますから御参考を願ひたい）其極端に至ると妙な現象が生じます たとへば、かの裸体画が公々然と青天白日の下に曝され 様な ありま 。一般社会 風紀から云ふと裸体と云ふものは、見苦しい不体裁であります。西洋人が何と云はうと、さうに違ありません。私が保証 ます。然し ら、人 の感覚美 あらはす為には、是非共裸体にしなければならん、此不体裁を冒さねばならん事となりま 。衝突はこゝに存するのです。此衝突は文明が進むに従つて、益烈敷なる許で決して調停のしやうがないに極つて居ます。之を折り合 せる為には社会の習慣を変へるか 肉体の感覚美を棄てるか、どつちかに ければなりません、が両方共強情だ ら、収りがつき悪い所を、無理 収り つけ頓珍漢な一種の約束を作りました。其約束はかう 「肉体の感覚美に打たれてゐるうちは、裸体の社会的不 裁を忘 べし」と云ふのであります。最前用ひ 難かしい言葉を使ふと不体裁の感 抽出して、裸 画は見るべきものであると云ふ事に帰着します。此約束が成立 てから裸体画は漸く其生命を繫ぐ事が出来たのであつて、あ 画工や文芸批評家の考へる様に、世間晴れて裸体画が大きな顔をさ た義理ではあ せん。 （同前、六九頁）
（
5）　
夏目漱石「文展と藝術」 （ 『東京朝日新聞』 、一九一二年十月十五日から 月二十
八日まで十二回連載）において、黒田清輝の出品作「習作」について、つぎのように批評している。
自分のいわゆる奥行に関する弁と例とはこれでほぼ尽きた。絵画彫刻を通じ
て、この系統に属する作は他にないよう る。が、強いてその匂のするもを求めるならば、黒田清輝氏の「習作」である。それに 横向の女 胸以上





































著述集『絵画の将来』 、ならびに『著述集』に未収録であり、本解説で述べた黒田の写真観を考えるためにも参考となる資料であることから全文を掲載する次第である。なお、この一文を掲載した同誌には、巻頭に十五点の写真を掲載してい 。そこで、 黒田の批評中で言及された写真四点については挿図 してあげることにする。　
私が畫家の立場から寫眞畫を審査すると、いつも他の寫眞家の評點とは餘程懸隔
が生ずるのである。それ故に私は寫眞畫の審査は、なるべく避けて居るが、今回は研究會の懇望もあつたので審査をしたが、審査の發表後、他の審査員の評點 私の評點とを比較して見ると 從前のやうに左程の懸隔がなかつた、勿論全然同様ではないが、餘程近寄つ 來たのである。これは近來寫眞家 繪畫の方面から寫眞畫を鑑賞もし、又た審査するやうになつたからであらうと思ふ。此の傾向は私の愉快とするところで窃かに欣んで居ること ある。審査の採點は比較問題である、 が如何なる比較で採點をし かといふに、寫眞畫の出來上つた結果
（エフエクト）
を比








ものを作らうと試みた であらうと思ふ。 そして此畫はイタリヤ派に酷似して居る特にレオナード、ウヰンチ 畫に似通う をる。光線は眼と鼻に強く當てゝ其他の部分は暗くしてゐる。繪畫でいへば全體 堅き筆で細かく描いたやうな趣きがあつて頭髪は細い線畫きしたやうに見ゆる。　
此の畫は近代的のものではなくして、第十五、六世紀の古畫に類似して居つて、
名畫に似通うてをる、而して自然の感情を克く現はしてをる 風景畫に比して此の畫を第一位にした所以は、此の畫は古代の雅致ある名畫に似せて 如何にも充分善く其の趣を現はしてをるからであつて 私は此點からして之 首席に選ばざるを得なかつた である。
挿図 6　牧村擣衣撮影「肖像」　『寫眞月
報　臨時増刊展覧會號』、1911 年 8 月よ
り








































致があつて中々面白い、雲影に缺點があるが大體に於て位置と色と調和 好く 晩秋の趣 充分に現はれて居る。
挿図 7　田嶋哲次郎撮影「河岸の夕陽」　出典同前
挿図 8　牧村擣衣撮影「彌生」　出典同前
































とが多い、これは頗る憾むべきことであるから餘程注意して貰ひたい。添景の人物は其の景色と善く調和を保たせたい。即ち其の景色に相應しい人物を添えて其の畫の趣致を一層深めるやうにしたいのである。河合氏の『磯邊』の添景人物は、海岸に於ける人物としては適合し 、彼 海邊 空気を一層善く現はす爲めには、濱邊に相應しい を添加して貰ひたかつた。
（たなか
　あつし・企画情報部長）
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